
慶 應 志 木 会 会 報
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(創立総会より)

〔告知〕

平成 4年 11月 29日 (日 )昼頃より

京王プラザホテル(新宿)にて開催 します。

慶應志本会 (慶應義塾志木高等学校同窓会)
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1991(秋・冬号)● vo1 6

本年度の新人生は志願者総数2653名 (う ち、

帰 l■l子弟96名 )の中か ら 1・ 2次の試験 を経
て選抜 され入学 した者331名 (う ち、帰国 子弟

11名 )、 中等部からの塾内進学者10名 で した。

例年 よりかな り多く、 8ク ラスでスター トし

ました。過 日、新人生を対象としたアンケー

ト調査が実施 され ましたが、その中からい く

つかの話題 を紹介 したいと思います。

居住地 をみると、東京都が180名 で全体の55

%を 占めていますが、23区が83名 で25%、 そ
の他都 ドが97名で30%と なっています。つい

で埼玉県が85名で26%、 千葉県が48名 15%、 神

奈川県が15名 で 5%と なっています。通学の

交通機関をみると、全体の56%のイL徒がJR武

蔵野線を利用 してお り、居住地の広が りに
「

度符合 しています。ひと昔、お、た昔 とはだい

ぶ様子が違っていることがおわか りで しょう。

新入/L全体の一割に及ぶ34名 が、海外での

学校生活をこれまでに経験 しています。滞在

期間は 5～ 6年が多いが、 なかには10年 を越
えている者 もいます。 また、小学校 1-3年
でアメ リカ合衆国、 6年 ～中学 3年でブラジ
ル というように複数の国での生活を体験 して

いる者 もいます。国際化時代の一端がこんな

ところにもあらわれています。

志望理由についてはいろいろな回答があ り

ました。環境がよい。広い。雰囲気が良い。

少人数でまとまっている。内部進学者が少な

く早く友達が出来ると思 った。 i重学の便がい

い。 自由でいろいろなことが出来ると思 った。

自分の個性が伸ばせ ると思 った。校風が自分

にあっていると思 った。志木の先輩に勧め ら

れた。二次試験の時の感 じが良かった し先輩

が楽 しそうだった。中にはこんな回答 もあ り

ま した。

―

レベルが高い しツプが揃 って

いる。

一

BI汚氏

`ま

どう 15′よじにな りま

すか。 (松崎欣 ^先
′
|:lid)

去 る 7月 27日 。28日 に大阪城 には ど近 い森

の宮 。大阪府青少年会館で開催 された第21回

全国高校 ギター・ マ ン ドリンフェステ ィバル

(朝 日新聞社主催、 49校参加)において、本
校マ ン ドリンクラブは三年

'皇

続優秀賞 によ り

大阪市長賞 を受賞 し、同時 に第 7い |フ ェステ

ィバル に初参加以来 15年 j菫続優秀大賞 を贈 ら

れ ま した。思 いかえせ ば、 この間第 10卜 :|と 15

回 には最優秀賞た る朝 日新聞社賞の栄冠 に輝

いて きま したが、 これ らの評価 を受 けてこら

れたの も、その時 どきの部員諸君の不断の努

力のた ま ものであ る と同時 に、事業 されたOB

諸氏や服部 正先 44は じめKMCの 皆 さんの御オ旨
導御協 力のおかげであろ うと感謝 と喜びの気

持 でいっぱいです。今 ここにフェステ ィバル

での これ までの演奏曲 H。 作曲者 そ して歴代

の指揮 者諸氏 を紹介 し、 クラブの足跡 をた ど

ってみたい と思 い ます。

第7"l 序曲レナニタ Gラ ヴィトラーノ     釜掘裕久
第8い! 序曲第1番 Kヴ ェルキ         高橋将人
第9“ l ローマトリノ序山 Dジ ョバンニ     久保光iJ
第10レ l 過去への讃仰 LMフ ァクト      久保光,1
第H"| 二ktl調

'Ftt Sフ
ァルボ         久保光

`J

第1211 オランチ兄弟とクリア ンチ兄弟 Dチ マローザ
久保光,1

第13い l オアシスにて Eマルティ        久保光,1
第14"| カイロの背.1, WAモ ーツァルト    久1ヽル 1
第15Ⅲ I チr山 第 1番 Kヴ ェルキ        会沢祥 ´

第161111 オアシスにて Eマルティ        笹崎 i妾
第17"l カイロの鵞.1, WAモ ーツァルト    常問ヤlり |
第18"l 海の糾l‖l Aア マディ         菅原秀りl

第19"l ・l「 Gラ ヴィトラーノ          lチ ,撃洋亮

②

1年生アンケートから

マンドリンクラブ 15年連続優秀大賞受賞



慶應志木会会報

第20"l 序曲第 1番 Kヴ ェルキ
第21レl セヴィリアの理髪師 Gロ

剣道部 五大学附属大会で優勝

さる 8月 12日 に開催 されたJi_大学附属剣道

大会に於いて剣道部が完全優勝を果 しました。

また 2年生春川和也君は全試合を勝 ち抜 き、

立派な試合態度が評価 されて最優秀選手賞を

授与されました。これ も「以和為貴」をモッ

トーに全部員が一致 して努力をした成果のあ

らわれ といってよいで しょう。

戦績 1回戦 対立教

が用意 されていますが、欧米の言語 もさるこ

となが ら、 日頃学習のチャンスの少ない言語

を優先 しとくにアジア 。中東の言語に重点が

置かれています。初年度は各クラスとも初級

で、文法構造の説明か らではな く言いたい事

柄 をどう表現するかに重点を置 き、文字に慣

れ、綴 り字 と発音の関係 を完全に習得するこ

とを目標 としています。文法学習は最重要項

日に限定 します。 さらに言語学習を通 じて世

界の国々や諸民族の歴史、文化、政治、風 11

への理解を深め、視野の広い′L徒が育つこと

を期待 しています。

開設された講座は次の通 りです。かつこ内

の数字は聴講者数 を示 します。ア ラビア語

(40)、 イ タ リア 語 (41)、 ヴ ェ トナ ム 語

(22)、 古典ギ リシャ語 (9)、 古典ラテン語

(15)、 サ ンスクリット語 (14)、 スペイン語

(40)、 スワヒリ語 (5)、 タイ語 (39)、 中国

語 (41)、 朝 鮮 [韓 国 ]語 (40)、 トル コ 語

(5)、 ビルマ語 (5)、 ヘブル [ヘブライ]語

(8)、 ペ ル シ ャ :吾 (3)、 ポ ル ト ガ ル i吾

(37)、 [マ レーシア]イ ン ドネシア語 (14)、

モンゴル語 (21)、 ロシア語 (40)。 総数439名

で、本年度の生徒総数は877名 ですか らちょう

ど全体の 2分の 1の /L徒が参加 していること

にな ります。講師の先生方 も、 FL徒たちが呑

み込み も早 くまじめで教えがいがあると熱心

に指導なさっています。

6月 27日 の毎 日新聞社会面で も取 り上げら

れるなど各方面の反響 も大 きく、将来に大 き

な実 りを期待 しつつ、慶應義塾の一貫教育の

下では じめて可能な試み として定着化 させた

いものです。 (本公山奇′静( ―先/1i:己 )

2回戦 対慶応 (H吉高)
3回戦 対早稲田
4 Fl戦 対法政一
5回戦 対法政二
6回戦 対明大明治
7回戦 対明大中野

lll辺 健
シーニ    細り「 勉

(三条 彰 久 先 生 記 )

2メ寸1

4夕10

3ヌ寸1

4夕12

7メ10(不戦勝)

5'11

3'13(本数勝ち)

(福本 裕 先 生 記 )

語学課外講座開設される

:吾学課外講座が 9月 6日 から■_式 |こ スター

トしました。毎週金曜 日の放課後に50分 。2

コマの授業で、19言 語の講座が開設されてい

ます。すでに正課の外国語は必修の英語の他

に自由選択科 目として ドイツ語 とフランス語

0
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住谷アサ ミ
むように」と俄雨の注意が放送でかか りました。寮生 ミ
の生活が身近に感 じられ思わず笑顔になってしまいま ヽ
した。その寄宿合から|に接授業に出られる合監の先生 ミ
もいらして、勝手に御片労を想像したりしていました ヽ
が、その後寄宿合が閉 ざされた と聞 き複雑な思 いが し ヽ

1:拙
:塑

夢鮮羅
｀
運曲 :

愛い枇杷の試食会 もあ りました。で もやはり、志本高 さ

3誉笛:】急軍性」
「
[醤告覧[言 T菫 7警駐

′
鯨λ
:

年は柿の
'1た

り年だったとかで、その11志本高で講rllll ミ
をしていらした国府方先生がたくさんいただいて帰ら ヽ
れ、皆で御l馳/Lに なり、今で も、「志本 i傷の柿はおい ヽ
しかったですね。」と話題になっています。     ミ
生徒 も段々慣れて くると、「先生、イロJ年生れ」など ヽ
と人のどきっとするようなことをさり気なく聞いてき ｀
ます。こちらも「雑に年を聞くものじゃないのよ薇
とさり気ない顔で、女r高に帰ってその話をすると「り! ミ
治生れってilえばよかったしゃない。」とK先生のと ミ
っさの答え、後のまつりです。女r高では同性の「iも ｀
あってかそういう則 はないのですが、もう叫 も前

t

: riを ,す 1土 i」
「りうの
」 ?Ⅲ Iな

で
|ま

若い女の 先生は    の こ と、クラブの生徒 と出かけた帰 りに-11′ liに聞か :

たらないL思うけど当ててみて出「しゃ「人?」です :
って。こちら独身貴族ョ、とはどうしても,Iえない` ミ t
ス、。今ならさしずめお係さん何人ときかれることで ヽ

単慮こ]醜 器 3椒
I曹

就
つ 州 詢[t

その■1時、志本高一年■1の教室は部雇の後方に入H ミ
があり、型、は始業ベルが鳴ると着席 している生徒の間 ミ
を通って 番́前の教卓まで行っていました。その時の 書
型、はまさに′li徒の間にうず もれて しまいそうで、衷れ :

:薦i強癬  聟 藁獣i講量聯 1詩踊、:
li::i神ミトIS、ゴIキ 7塩君覧    、 _/r    i
: 飽 きない光景で した。四月の末、敷地内にあるという           、 //8-1           :

:東 1′1年鮮儀‖謄;1鯨宅t°
`明

境劣     城うグ     ξヽ _´ _… …_  、 、  _   ……  …・……
1 野の散策 という感 じで した。fi月 の

j土休明けには、学          ミ

~  
ノ占P         ト

: 校の樹々の緑がくっと濃くなり、六11に争ると「今ロ      イ ト¬拝も、/グ環嚢生ヂゝ  ヽ     き
、Itt itイ

liを
w itttt.I,11lLl)|■

1111ツ1_            _
ミ ですよ。」といった7i:の声が聞かれました。ここが         ~`´

              書
‖然 ■忠 セカ 過 ‐ ‐ れ ‐ |う か             |´ L

:  また、六月も`Fばを過ぎた頃の41体みのことです。                   '"´で″…   :
i ./*,tr-ctr ilnl*i')L\*t+h/iY l-L<,,b^{J'rr.i{J[(r) it +.,. ! /,r,@*4. 

,, v- l' L< r) 4, A(J rrrrarl( rl rl h .y | (ilts4.L +ifiif++l-#) I'.rtrrrrrrafrtrrrrrrurtrrrrrrrrrrrrrrrrrrtrrarrrrrr.ar.r,,,,trrrrrrrrrs,,,trrruurraauut,**,s4

0
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運んで下さいました。

そうしているうちに年が HJlけ、ばたばたと一、二月

が過 ぎて しまいました。志本は東京よりPЧ度位気温が

低 く、燃料費 も東京の三倍位かか ります、とのことで

したが、その年はたまたま暖冬だったせいか特に寒さ

を感 じることもな く過ごしました。

自分の教員生活 も終わ りに近 くなって、初めて講師

という i/場 を経験 し、先生方の

't取

らない大 らかな雰

囲気に触れ、女了‐高の講師の先生にはこんな風には出

来なかったと反省することが多少ありました。情性で

過ごしていた租、は、貴重な経験 をさせていただきまし

た。他人様の御迷惑をも顧みず。

(イ lヽlid)

過 H、 松崎先生から私が女 r高の「萌本」26号に寄

稿 しました拙文を志木会会報に載せて下さるというお

「舌をいた ゞき、恥の L塗 りと思いました力つヒ栄におも
いお言葉に H‐えました。

志本会会報は引き続 きお送 りいただき、特に卒業生

の方々の座談会は思わず吹 き出 して しまったり、楽 し

く1手見 してお ります。

当時志本高 1年生だった方々も今はもう大学 3年生

ですね。懐か しさと恥か しさの人 り交った気持 ちで

す。御成人を楽 しみに。 (ス ミバア よ り)

(久 r高教論、 1986111支志本 l中;数学科講師 )

受験競争の激 しさを感 したこともありました。そうか

と思 うと
'[談
ましりに「女 r高の〇〇ちゃん糸r{介 して

ドさい」などという声 も間かれました。これを聞いた

ら女子高′Lは 、 口「愛い志本 :ヤ 1[、  と思 うで しょうか。
週二時間教字で顔 を合わせ るだけのお付合いで した

が、先生方の御配慮 もあり、授業中は女 r高生よりぐ

っと静かで、始業ベルとともにきちん と着席 している

という点などは、たリト女 r高生に見習って欲 しいとこ

ろです。

秋には教室の窓から人高 くをしみ しみ感 じ、青空を

見 11げ ます。四階の教室にも11く ばか りの大きな樹々

がゆさゆさと揺れ風のざわめ きが聞こえ、構内のいた

るところに見 11げ る欅の大本や どうだんの紅葉は、美

しい武蔵野の秋です。しか しはらはらと風に舞う落葉

も、風情があるとただ眺めているわけにはゆかないの

が現状で、道路 を隔てたマンションから木の葉を掃除

するよう苦情 もでるとのことで した。昔はとにかく一

面畑 と牧場、駅前に定食屋があっただけだったという

お言舌が思い11さ 才t、 学校か ら駅 までの開けたllyヒ望を想

像 して、このマ ンションがなければ……などとついつ

い勝手な考えが出て しまいました。秋 も増 々深 まる

と、取 り残 された柿に野′嗅しがいっ
`∫

いで、「あれはこ

じゅけい、ひょんひょん飛ぶひよどり、ゾロゾロと来

る椋鳥の親子」などと教えていただき一月臓します。「こ

こでは人手がなくおばさんの代 りに機械が米ました。」

などと笑いながら先生が、ボタンを押せば :11る お茶を

志 木 会 の皆 さんヘ

校長 鉄野善資
今年もまた「収穫祭」 (44いIH)の 季節がめ ぐって
きました。型、にとっては 21口 I日 です。

さて、前いIの r●・夏リナには、今後の諸 の々ご支援をお願しす

る旨繊々中し述べましたが、事業後四「 11の記念
の11に 卒

業式にご参列いただく考えのあることもお知らせしました。

米春の事業式 (.1を成 4年 3月 24H)に は、第一期 と

第二期の事業′1:諸 氏にご列席いただ きたいと存 じま

す。本来ならば、今存、実現すべ きであ りましたが、

和、の就任 Lヽ々 のこととて思 うにイ[せ ませんで した。失

礼なが′,、 11記の要領で進めさせていただ きます。共

体的には、卒業年度の′li徒担■1の先′li方 とご相談いた

だ きなが らよろ しくオゞlfliい いた します。

学十交としては、卒業′嬌者氏が誇るに足る1サ小交であり続

けることを第―̂と をえておりますが、四 |‐ 年目にお招き

するのは
rr校ができるささやかな ‐つの試みでしかあり

ません。ri春を振り返るよすがにでもなればと思います。

私、の一案にすぎませんが、■1時の教職二tの 方々に口「

育ヒなかぎりお「itか け願えイtば、いっそう楽 しい‖キを過

ごしていただけるのではないで しょうか。折角の機会

ですから、 よヽヽ知恵をlllし イヽって く′ゴさい。

ご招 待 をお受 けす るに あ た って

会長 櫻井英太郎
鉄野校長先生の志木会に対する′しヽ暖まるご配慮とご

提案に深 く感謝 してお ります。

志本会 もその会員数が既に八千人を越え、各人が多

方面で仕11に 勉学に励んでいますが、これだけの数に

な りますと、ともすれば会員諸氏の心が離れがちにな

り易いものです。しか しその心を一つにしてくれるの

が母校です。時代は移 り変わろうとも、志本高で青春

時 fヽ を謳歌 したという事実は変わ りません。

他校に比べて も、む しろ他には類を見ない師弟関係

のある志木高には、素晴 らしい人間教育のできる環境

があります。そのような学校 と卒業後 も良い関係が保

てるよう、一昨年より志本会は1又不隻祭にOBと して参

lFlし てお ります。そ して今回卒業式への事業FL出席の

ご案内を頂 き、母校 との絆 をより深 く築 くために も、

rr校のご配慮に感謝中 し_11げます。

志本会 として も教職員の方々と意見を変換 して、Fr

校 と志本会がより良 く発展 していくことに寄
lJし たい

と願ってJLみ ません。

0

卒業式に卒業40年のOBを招待
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昭和29年高校卒の私達は日吉、三田、

志木の三校合同で同期会 を作 り名前

も29年卒に因み「福の会」 と称 し毎年 12月 中

旬の土曜 日に総会を開催 してます。

そ して各校が交互に当番幹事 とな り色々案

を練 り時には学生時代 より音楽を趣味 として

いた連中がバ ン ドを組んでジャズを奏で、唄

い大変楽 しい会になっている。今年はもう10

回目になるが出席者 も年々増え現在の場所を

もっと広い所に変えなければ と嬉 しい悲鳴を

あげている次第です。

そ してこの会を如何に楽 しい ものにするか

という打合せ を隔月にその年の当番幹事 と常

任幹事が集 り、 よく飲み、 よく食べ、そ して

よく喋 って企 LF4を 立てます。但 しそれだけで

は済 まず飲み足 りない連中が中′じヽとな りその

後又々同 じ顔触れで夜の巻へ と消えて行 くの

が慣例 となっている大変楽 しい同期会です。

(4期  高橋  公郎 )

③ 鷲 軍吾議霧′ジ ィ_¨
半世紀が経過 しようとしている。吾々日本人

の心の中か らは忘却の彼方へ消え去ろうとし

ている真珠湾は、現地アメリカ人の′じヽの中で

は風化するどころか、戦艦ア リゾナの残骸や

ア リゾナ記念館の戦没者記録 と共に、 リメン
バー、パールハーバーを叫んでいる。 日米間

の中L礫の深刻化を考える時、 日米関係の歴史

を省て、この原点を忘れてはなるまい。

終戦の 日は遠 くな り法師蝉   久和雄

新聞部の集い

去 る 6月 15日 (L)、  9期 ～11

期の新聞部のOBの集いを開いた。

これは、 日吉 。女子高各新聞部33～ 36年卒

業のOB部 員か らの呼掛 けにより、3校合同の

OB会に先だって本校のみのOB会であ り、 10

名近 くが集 まった。

中には高校卒業以来の顔合せ もあ り、つ き

なかったのは古い昔話ばか り。32年 に普通高

へ転換 したのを期に、有志の数名が集 まり新

聞を発行。ペ ンは剣 より強 しの教えにより、

各々の正義感 と単なる趣味を交えて、記事を

書 くために取材 という名の授業 さぼ りで
｀
ま

たも惜敗、野球部 2-9″ ｀今月の封切 り映画″

｀
生徒会はいかにあるべ きか

″
等々の見出 し

で記事 をか き集めたこと、広告取 りで苦労 し

たこと、等々話はつ きなかった。なお、創刊

号か ら 3年間の志木高の新聞を大切 に保存 し、

当日持参 して くれた当時の馬場編集長 (10期 )

の熱′しヽさには頭が下がる思いであった。

(10期  洗本  ■′11)

遊志会

本年度のスケジュールも残 り2回 (10

月第13回 セ ミナー :資生堂経営戦略 /11～ 12

月第43回 ゴルフ大会及び納会 )と な りました。

前号で掲載 しました以降の今年の活動状況

は下記の とお りです。

04月 19日 0 第12回セ ミナー
於にはんば しエ ド

「JAS吉 岡機長 (11期 )の 話」

出席者14名

「パ イロッ トのつぶや き」 と題 し、大変興

味深い経験談を話 して頂 きました。

航空機利用が多くなった現在、全員真剣に

傾聴 しました。

06月 22H(D 第42い |ゴルフ大会
於霞 ヶ浦国際GC

優勝 松本雅良

0

(6期  内藤 久和雄 )
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2位 野村 昭
3位 谷本寸静男

参加者17名

天気予報の とお り午後か ら雨にな りました

が、高山先生にも参加 して頂 き 5組で楽 し

くプ レーで きました。

コースは非常に良 く好天であればよリハイ

レベルのスコアになったのに残念です。

07月 20日 lIL)東京湾サ ンセッ トクルーズの

納涼夕食会

参加者23名

夫人 8人、子供 2人の同伴で洋上でフラン

ス料理に舌鼓 をうちました。

家族同伴の企画が多 くなってきましたのは

年令のせいで しょうか。

楽 しい一夕で したが曇天のためサ ンセ ット

を見れず残念で した。    (馬 渕 記 )

亦楽会近況

15期 E組大村泰三君の消息、がわかり

ました。日本生産性本部 よりNY大に留学の後
音信が絶えてお りましたが、現在は東京の米

国大使館商務部にお ります。 日米貿易交渉の

最前線で活躍中です。

亦楽会 A組幹事の大川君 と、大村君のお子
さんが偶然小学校の同級生で、父親参観の折

20数年ぶ りの再会 となったそうです。

本年度の亦楽会は11月 2日 (tlに 東京三田倶

楽部で開催致 します。久 しくあっていない、

古 き良 き友人と会えることが楽 しみです。

(総幹事 倉田 伸二 )

2月 16日 (D 同期会風景 よ り

帝国 ホテル  三田 クラブ よ り

「二 ソヽパチ会  全員集合 /」
28年生 まれを中心 とする22期の「二 ンヽパチ会」

は、来年 2月 の第二土曜 日に帝国ホテルにて

予定通 り行 なわれ ます。 出欠のハガキを 1月

に出 しますので、同期 の皆 さんお、るってご参

力nTさ い。

近況

金子泉君は、平成 2年 4月 ひまわ

り南幼稚園々長に就任、ますます幼児教育に

熱が入 ります。お子様の悩みは、金子園長ま

でどうぞ /

石川哲朗君は、平成 3年 4月 アメ リカデ ト

ロイトGM社 より 1年間の共同研究を終えて帰
国 し、現在いすず本社にて勤務。

山崎嘉正君は、平成 3年 10月 日本橋三越に

亀屋50番 目のお店を出店、小江戸川越 にちな

んだお菓子で皆様のお越 しをお待ち してお り

ます。

39期では、先 日志木会 ネームプ レー

トを郵送致 しま したが、 15名程度の

方が未だ発送で きない状況です。 もし、引越

しなされた方などご存 じの方がいらっしゃい

ましたら、九山和紀の方までご連絡下 さい。

(39メ月  メL111  禾口糸己)

*抜井宏寿君 (1期)平 成 3年 8月 3日
*菊池隆三君 (11期 )平 成 3年 3月 9日

会報 5号の座談会で、 1頁 の平沢氏は別の
方の話で した。 この紙面を借 りて訂正 します。

0
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志本へ来たれ、収穫祭だ′

青春の一コマノ

全国津々浦々うまいもの市

志木会では本年の収穫祭に於けるOBルーム

の主催 イベ ン トとして、全国47都道府県か ら

集めた名産 。名物・珍味を一同に、ゼロマー

ジン販売 を致 します。北は北海道
｀
オL中晃ラー

メン″ か ら南は
'中

縄の銘酒 ｀泡盛″ までまさ

に津々,甫々、普段耳 |こ は していて もなかなか

手に入れることの出来ないうまい ものをどう

ぞご家族でご賞味下 さい。当日ご注文いただ

いた品物は後 目指定のお届け先に産地か ら直

送 されますのでお荷物にはな りません。 また

メモをご持参項ければ もちろんご自宅以外に

も送 り先をオ旨定することも出来ますのでお歳

幕 として もご利用いただけます。当日陳列す

る品物の一部をご紹介致 しますが、それ以外

にも「○○県の○○はないかね」 というご要

望にも1000種 に及ぶ リス トの中か ら出来る限

りお応え致 します。

● Jし海 ji

●北海道

● lサ  森

● lll '「′

●秋  田

● 千 葉
● lll 梨

● 和i lス ;

● 1':i「  |||

● イi り||

●山支 lil

●受  知|

● 兵 '11

●千111r夕 (|||

●圧( lb

● 山 11

● Iザli 夕il l

● 福  1司

●鹿 児

`b
●沖  縄

けがに

いかごはん

特選津軽 りんご

米 ,り(■・肉の粕付け

きりたんぽ 。だまこもち鍋セ ッ ト

蒸 しあわび

信玄かちどき
`ま

うとう

笹だんご 。三角ちまきセ ッ ト

ますのす じ

あまえび 。ほたるいかセ ッ ト

幸水な し

名古屋 コーチン味噌付け

灘の手作 り清酒

紀州特選梅千 し

能美島の生か き

lL浦 名産 うに

鰹のたたき

味のめんたい福太郎

黒豚や きぶた

石垣島の特選海産物セ ット

収千隻祭 当日は、パターゴルフ・囲碁・将棋・ チェスか ら雑誌 。ファミコンなども用意 してお り

ます。ご家族で、またご友人とお待ち合わせなどにもご利用下 さい。

●   ●

主役はこの1ロロ。量聯

raF
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山本 雄一
‖:田  trl彦

渡辺 八郎
イルリ|1 巌人

大山奇 iit助

大lllk  薫

大隅 勇次
香川 lli典

旅 F  Jt
鴻巣 維彦
佐藤 典也
渋谷 健治
島出 忠人
:|:片  康雄
村岡 康人
rftt r〔 也

山本  泰
若林 琉′|:

①

ィi塚  久恭
加l藤  精

鈴木 宣雄
高橋 徹夫
竹沢 美治
′ヽりr 「日員」
宮 '|オ  ll‐ 樹

村lI I  徹
鷲山  久
典ホH 幸大
鈴木  勝
卜14り十 一メし
丁塚 隆11
徳水  良
宙 III 賢一

浜田 保宣
堀内 良一
前島   正
宮川 彰一
,ftt dl人
横山 裕幸
安j主  格
有||1 次郎

片H 敬一
池内 一秀
今月:  Ji

0
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川内 信次
川田 道行
才田 準一
関   誠
関日  真
高味 文左佳
西出 隆一
福田信一郎

横田 勇造
渡辺 住英
浅生  岳
伊東 耕二
海堀 純一
金 r 省三
本 ド 道夫
黒田 貢三
後藤 幸雄
坂本 光規
III;11  陽

高瀬 宗救
森原 昭人
保坂 周市
細谷  巌
堀内 啓一
森田 久雄
山 ド  経
渡辺  豊
字片  清
岡田  要
奥野 隆康
落合 邦康
香川 正行
蠣瀬 勝治
小底 理志
小林 貞雄
斉藤 勝大
重元 明雄
高橋 美隆
中嶋伊三人

浜El 善章
間瀬  豊
山田  明
横山 公明
新井 由大
五卜嵐工博

石井 敬一
石川 広高
石塚 拓郎
風間 聖二
本村 和男
小嶋 隆史
坂本 恵二
鈴木 義人
戸田 幸博
鳥羽田哲男

根本  真
萩原 Л4久
深沢 進介
山崎  洋
渡辺 周央

|“llll 秀憶す

加藤 W,1
多貞IH Iた 41

1出l  li孝
縞沢 武郎
1こ山 術:広
サi ll Ji巳
志賀  敬
増 lll 和義

水二わ 順 ―
池 111 忠行

ィiり |1  敬
17Nllll j菫 人

大谷 りl裕
大谷  望
カロ藤 秀ステ
山形 一郎

①

卜11中 i′ {′till

会III 公 1′

,尺 II1 1由 ::台

島村  L亮
午,I樫 慶 ‐
11日  1由 :幹

船津 睦人
小||エサ  111

'3ン

.T
ユンカーマン

声沢 克巳
池′i 敏之
′jヽ
,尺  ∫1夫
奥村  茂
落  裕芙
万‖藤  十雄
171i壼 F 弔4′シ
菅原 瑞夫
14林 隆り;
本条 真行
八本  登
山III 隆 !li

山本富 li夫

植村 和人
小lμ痴0人
人橋 克一
神谷 研史
林   茂
福原 |た雄

Ff村  ■晟
岩中 光りl
′
lヽ iri  均
同III  稔
川満  11人
北二b 喜六
行lll 裕 :1

小島 良 ‐
141原 藤雄
須藤  点
西村   lil
福地 俊 ヤ
水野  保
宮 III 潤一

山崎 英一
||||‖  ||:li

片坂  功
fり
}藤  文りl
稲原 淳一
i毎lf 和左ll
荻IF 耕 14
本原未知1也

清『 1 雅彦

佐藤 和義
鈴木  傑
1劇 llK  lFII

中山 許英
菱田 ,t也
11り「  1彦
占川 雅裕
松

“

l 扶行
分須 雅彦
今野 ‐比占

亀り1 哲也
木,1 弘人
171fr 和り;

内藤  薫
西巻 尚樹
出中 和郎
藤,fil― -11;

船′i 俊 1り |
占西 勇武

ィiり|: 和喜

イi川  隆彦
イil11 !ヽ り;

栗原  L´
柴IIl 則人

キ西 克己
||!サ |l  if:

今泉 Zi隆
′
Jヽり||  1中

小IIl 文H“

本fL野隆茂

北村 雅宣
田原 良美
:中山‖ 武 lil

西||1 彰徳

森||1 克則

田中 H召弘

高橋 克彦
Ftt lal之
伝田 共り;
イリヤロ人 イ子:‐
衣川  ll・ l
/1N元 寛哉
ギ| ド「場 -lμ

L原  秀十
刈III 一道

嶋津  喜方
木包 許仲
凛iギ 1 和人
坪リト 繁樹
キ西 J:己
中村 哲人
水iFi 龍り;

森山 宏紀
イナ=藤  文隆
卜訂; 恭治
外二ち 英人
:111米 Iri 
‐
lμ

柳沢 llK也

山同 ‖i哉
飯田  ,告
1勾 lll l14:

川角   111
小林   ´
辻  芳彦
占小サ  ,告

li「 嵐信哉

人橋 雅法

ネ111‖  J:不 1

北原 ll:敏

倉林 仲行
須IIl たllll

li‖
: 宏之

:イ f  進
古 ||| ド箸之

横山 利人
阿部 _i樹
Llll 子宣
人村  十和
本多l11,'こ  ‐lb

谷H  iド i
野沢 康彦
1本  イ116
二十11  健
森部  iケ
内lll 哲也

令森 良純
木佐 rt明夕.

小二ち愛之助

i青水 芳朗
甘根 iキ‖′イ

竹内  誠
塚本 勝己
野H 仁美
野田  ■りj

イと1品l 克りl
′

`if111 !「

イ::

人rr 誠 ―
′
lヽ 119と―‐11;

久保 雅 ,1
141藤   り′t
武り1 敏一
富 ||1 典明

中本 浩 11
西方  秀
増lll  裕
迎   哲lb
lll本  中午彦
lrK藤  光′i
梅′i fた 2i

入カヨ Ji明
Ib  政りl
鶴谷 イ,:之
浜野 紀り;
村田 雅月

`
′
女‖l  lj重

:l‖‖  i.F
illttt  ,ヽ

占部 隆樹
′卜|‖  善:|り 1
人沢 清隆
川瀬  勝
小柴  茂
篠塚 秀り;
嶋 1鮨l lli t

染谷 靖史
Iお‖l ,ケ ‐

lち橋   Zi
中ナ「 健三
長沼 信治
登本 貴人
福田 万人
藤

"1 
光一

メし山 口占久
谷貝 博康
山lll 大蔵

::flll flllザを:

iキ ll1  111111

-柳  安孝
大ib 慎一
人西 啓之
サキ1出!  毅
1五川 孝治
イ1本 秀治
梅ツt 山起
小川 Ji次
菅  健 ;J
ll野 耕三
塚本 勝巳
豊IJ  i立

`|:ib 嗣ユ1;

'111‖
L太郎

rf川  輝雄
和III 光 ‐

菊1也  f末 史

串田  薫
11田  英人
斉藤  lrl
坂戸 美颯l
i「i水  茂則
f́川  英樹
松本仲一郎

山本 社 1
片 li lrl史

小久保故彦

児 I: 紋Zi
柴  俊一
鈴木 普―́
lll畑 譲

`1

豊村  IIX
ヤ‖夕:  lI:,台

木安 速り〕
融i本  忍
高梨 和人
i朱 ,尺  子左

“松原 誠一
波711 弘章
Ililll 誠一

小倉 故弘
ノI:藤 裕章
相 l■J 堅 ―

:商‖1 秀左

“
竹 1勾  1羊′|:

It  tliト
11屋  ム1l lil
′i,折  月;弘
古暉:  泰

秋古  満
り十上 隆志
伊藤 裕章
岡Ill  章
佐藤 信雄
菅谷 一博
鈴木 敏文
関根 一彦
高橋  0
猪塚 研司
金沢 IF人
金成 弘毅
小寺 方之
野村 真一
野村龍一朗
松高 元志
山崎 康 lll

片上 慎一
石田忠比占

加藤  徹
酒片 真人
仲野  遵
石井 敬一
黒坂  隆
矢内 忠晴
穴沢 洋一

⑩

イナl藤   lll
飯村 和之
lnt′

`  
十′多

風嵐 祥 14
小松 威彦
清水 克 l_
鈴木  lil雄
(,II勺 )

|ll谷  尚志
山本 |∴,明

lll'1 直:也

イリ:藤 浩 ―
市原勝太郎

全リト  洋
椎11 1洋
高本  潔
‖1友 謙 ri
松本  I11
‖l納  11:lll

ィilll 克彦

lll久  浩志
高橋美己′よ

キ沢 朗夫
檜it 洋介
llilll II:i

松||1 敏Zi

藪 ド 敦夫
渡辺 イ「 人
りIィ i 弘j菫

秋元 和人
′計サ|=  段
凛i橋 広見
谷‖ 許 ‐
丁塚 隆一
徳納 啓樹
松

“

l 晴美
山IIl  裕

青木 龍人
11小 |   '審

近藤 有lll
中野 裕至
rf林  寛
矢守  茂
Ff111 俊幸
小松 栄il
イ4:rr 占弥
斉藤 秀和
仲西 it実
萩原 利ll
F〕‖|1    糸屯

小サ||1  共
:liり |: 11:三

阿部  に
小池 秀彦
小林 雅春
近藤 中↑夫
杉谷 11志
高山 宗久
Fナト  良
鶴田 雅り|
原  和史
集原純一郎
i●谷  健
キlll  子
:|:ib ′求中甫
中 野  |,1111

野原 善之
原 文比μf
藤原1真 太16

粟山  茂
人内 
「
景

大山  粗
,t塚  広 ll
神原 雅人
り|1子   「笙
北原  衛
llT内  広11
111サヤ:ヤ谷 ‐1“

1村 I「  1lμ

大野 哲 1専
小ib 俊劇;
1姜 ,「  ′ヽり;
i「i水  利り;
菅り1  毅
III`|:竜 太ib

li ll 繁輝

根|1 lLrf
福‖:  泉
安リト i「 114

横山  裕

飯イ{ 方久
飯雪I HttZi
l「川 久仲
海老原 ‐人

大森  ll:之

加I藤   博
木山 靖史
後藤  lll
木宮 ヤ治
||1中  茂之
武田 lt l
塚田 治仲
長り「  秀夫
イ1｀ |´   |り l

藤倉 康雄
占川 敏 |
増場1  修
山||1 康介

安 1呆  iキ 史

'「

手  宏
ィi山奇  i羊 ,1

江成 宏之
江森 洋一
片野  ム11;il

北り|1 快介

IJI支  Zi′と

倉持  孝夫
小泉  員
小倉 茂雄
fil味  良り;
佐々間雅 ‐

佐藤  仲
佐野 憲 ‐
lll蔵  イ̀

:裕
田野‖ イ:

竹中 敏雄
申

`b ll,1中村 滋り;
藤常  誠
田「 III 秀隆

松本 裕之
依|ll fl久

稲■1 ,■ 也

字野 雅′ン
笠原 次ib
雲谷 雅‖′イ
小林 秀行
近藤  lrl

桜‖: ヤ谷久
ナ也り1  11i糸し
1多 |11 1泉′よ

llll‖  中‖r{
,iて  ヤ:寿郎
it問  康 11:
|:橋 悦郎
友水 聡りl
｀
14111  ::1

藤瀬 泰義
森llI 賢 ―

山IIl 和令

lrKI‖   H召中甫

米III 洋
‐

李  原・I=
輪湖   イ∫
若

'|= 

勝 llt

渡辺 規人
石沢 輝之
Ili付  隆夫
全lll 一郎

H ド部  健
御前  !l,i
介1軸  公利
近藤 卓↑人
沢 III Ⅲl史

関  典之
llili  tt ri

辻  Ji人
内藤 孝之
llki頼  II:一

三瓶 ‖青411i
新III 良一

,朱 り「  diZi
松り十 一朗
矢野 文之
イリ=部  茂晴
石|ll ヤ1文

今

'「

 lFi史
小原 俊彦
′卜|||III イ:

鎌 111 尚利

後藤 安秀
桜り十 ヤ:夫
llI中   聖
II l賜: 敦り;
高.1し  義1蓼
高久  篤
||:付  康人
根il 壮占
野lll  浩
｀
1を 1チ   ‖尭
細 ll1 ll:典

Ji“l 裕章
メしH 典紀
メし山  llI`i
l沢  孝彦
γf卜  月S彦
柳 1京  仲女r
,lFり |1 lI:り |

li『チ   |:「

加 f́lll勝 山

笠原  lll
サ|´ ドサ ll:憲
り|1小 |    ノι
木元 ll:li

斉藤 1広
llH 14  彰

森  仲之
許本 達明
和田  哲
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夕l倉  iメ i兄

lJ介 壮 ‐
本社 子ilt
は1111 博之

安藤 秀泰
飯 |‖  |た 占文

ィiり「 勝也
イi松  智弘
イ|||l  ll;1

1jNli毎    徹
小松 康子
中島  ′友仁

ノЧIII 健次

1兵‖1  弘jrl

堀谷  11
1両 ||| りltイ 1:
1キ山奇  |り 1,
IIYtlll 光ヴ、

人 Ltti‐ lb
ノ::京  iL治
1対   fた り|

lllり |1 左

“

´

高橋健三郎

中野 幹也
広中 紀り;
カリチ ロ1午 ′彦
AYllilサ ||‖ 夫

り|=|11 女メll′ {

石||1  茂
ら奮|||  メtrJ

佐藤 俊一
杉本 拓 :J
竹野 延り〕
竹小木 11iムll

i忠 ||!  参童2“

小木      ネ谷

本lll ,・ 〔l ll

美 1′  照 |:
村戸 英仁
″「′i 雅之
加!Il■   篤
茂松 山:之
須賀 武文
rl内   斉
谷  イ「弘
:1:|1 雄一
llf lll  聡

森  仲人
安岡 lrl之

諏訪  Z:
竹||1  忍
角|‖  円イ1:
中lF 暫人
渡辺 宗樹

′
女j■

'F -1じ「り「‖:  滋
飯島 喜
勝木 f,li
釜llli 裕久
サ|111 1‐
向後 雅ツ、
柴 lll 秀‖イイ

新本  71、

:中;橋  ↑屯′タ
浜||1  亮
れ11‖  左ll,彦
山||1 守之

小島 孝博
小杉 公 l

iを ,ト  リ11ロサ|
||1中  秀樹
中村  l ll人

Illil ittiイ :

符林 裕 ‐
秋lll 和之

池lll  大
|“llll 光11

川内  徹
,良イと  ,政
松付 |た ユfi
(↑  |た 仰

イス藤  り|′ ,タ
1対 日  勲
相 17  稔
||||11 メ〔矢||

|力il (`:之
it沢誠 ‐川;

西田 屯彦
松谷 和‖rイ
カ支j」  シン人
権田  潤
加l藤  l lJ
I口J間  一説
Jlt本   隆
中村  晃
安||| ‐‖」
イfサ |: ||;左f[

久保田恭治

小

`b 

‐
lil

佐供  勲

小泉  繁
′
Jヽ 1 忠介
II庭  T∵ 裕

:JF水   ケ|
関日  勲
メli lr・  『4′´
中島  拓
1′ ||1 篤 lJ

平ri  l′千
リト|1  盆12:

IL  秀忙|
命成 lit之

小柴  俊
桜リト 敬 :

りliサ (1メ! ダ‖;

|(||| 卜T之

|1111 ,「「
占|‖   lli
占本 十′|:

"f吉

|` I∵ ′タ

池 11 忠嗣
キ
.:III 
丈 l

Ⅲl山午 友 lrl
表  久′ι:
令 ∫ 泰 i
佐々本公り|

佐藤  宏
rrlll  .:」

メ〔ib  千ri
前||1 光′|:

横山 月S彦

①

檀||1 1■治

内IIl ifi丈

|キ1高  r二 人

rfi頼  ィド,り歩
||1山キ fた 1月

ri本   隆
飯塚 ′し
11藤  i「:史

重松 ユf[
1対     ま真
松来 ″郎
鎌 lll 快

高ifll tt l

高橋  |li

"1勾

 メ(僣 |
福岡 ri兄
堀

'「

 仲也
水野 雅 ´
|′ f崎  与セ克
1lri  人
,|:森  和久
太久1米  民1
■||1 泰りj

舟本 義りl
別 ,i'テ   イ:
松III 充iF:

安lil  lヤ

イi丼 : :'I之

小林 1真 ‐

1缶川 秀僣|
野路   `り f

森  ″、′と
ri本 潤 ‐
小林 仲行
イt々 本 徹

新城 投彦
凛ilr・   功
竹

`ち

 ヤ「也

村I11 りlヴ、
‖良  i.´
:li l‖  2i′ι:

米山 稔り;

⑪
,1∫部  i:ユ li

イリト,It  l,
1'I東   ||
イ|卜  和 71、
1ケ藤 健
ifl lll  ケ|

平III 政

`,村||1 出i久

森  剛
森本 泰暢
″‖‖  敬
L嵌i 共樹
lill村   |)t
太|‖  恵
||:斐 トノメ俊

νЧl朱   ヤ
||ljll lた 人

高束 雅志
中村 11義
不|||‖   ′ツ
糸賀 共樹
i口f‖  勇治
rlィ i りごメt
高橋 篤人
率‖l'「  riり ;

“

:子に 典孝
内林  徴
緒方 ス1人
′サ■flll和 人,「
′
Jヽ 1  ,.F
1lf■ 1内 聡
多不llllll■

人湿| |た武

中小l  iク
宮本 111′:

IJ重   ヤ4
11卜  ||:l_

米谷 曖
稲■1 11i久

大谷 r[誉
北ib 共樹
高↑オ: ■十:
′〔した:| ‖央,ツ

名l!fた 千ヽ1人

浜lll 順道

原  秀博
メし人 秀実
占||1 充 ll

111‖  lい il

小沢 治之
′ι肝′   1蓼

オlf  徹
イT持  英樹
篠田 敏暢
i「 iノ  ヽ 茂仁
投山午 隆′よ
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●第 2回総会開催について

1面 にてご案内のとおり、第 2 Ll総会を来年秋

に開催いたします。皆様への正式なご案内は別途

いたしますが、同期の方々等をおさそい合わせの

うえ、振ってご出席 ドさいますようお願いいたし

ます。

言己

。開催同時  平成 4年 11月 29日 (日)昼頃 (予定 )
。開催場所  京王プラザホテル (新宿)

●維持会費の入金状況について

慶應志木会 名簿維持会費入金状況

(注 1)・ 在籍者数はグブ リ(約 100名 )及 び死亡等を合む。
・振込者で無記名者あり。

・ ダブ リ者入金分両期とも入金扱い。

なお、本件に関するご照会は、下記宛お願いします。

幹 事 長 大谷 熙 (1期 ) Te1 3632 0005
財務委員 大道賢二 (12期 ) Te1 3231 1231

―名簿委jl会 よりのお願い一

●会員名簿発行についての会員住所確認

前卜1発行の名簿については、年月の移り変わり

とともに、又会員の方々の移動等に伴い、改めて

整備する必要が求められています。宛先不明の方々

のリストを今卜1掲載しましたので、お知り合いの

方はご一報下さるようお願い中し llげ ます。

●名簿広告について

第 2回総会と合わせて慶應志木会会員名簿も第

2回 目を刊行する計画です。(今後も5年に 1回 fリ

行の 予定)

つきましては前回同様に広告掲載のお願いを別

途させていただきますので、その節はご協力の程

お願いいたします。

●名簿委員の募集

名簿委員会では名簿発行に伴ない協力して下さ

る会員を求めています。協力して頂ける方のご一

報を待っています。

※ 連絡先 小笠原 準一(15期 )
TEL&FAX 03-3787-8236

(11,文 3年 8月 30日 現在 )

在需者敏

名

会費払込者

名

■

Ｏ
ｏ

一込 人
一一，，
次

在稀者散

名

会,■込者

名

率

％

一込払

22 6

21 0

142

6

7 31 6

8 13 7

9

31 6 119

130

32 1 185

266 113

15 37 259 311 21 3

16 38 23 1

32 1

263

計

均

〈
口
平

7 518

209

1 678

46 6

223%
223%21 43

夏以来、映 I●l『福沢論占』を皮切りに、ちょっとした福沢

先ノliブ_ムの観がある。没後90年 、先4i悲願の欧米キャ
ンチアンプに、有形では成功した日本。冷戦の終結にともな

う激動の世界の中で、日本の果たすべき役割、無形のほう

の充実など、福沢先生の生涯と思想に、ご相談しなければ

ならないことが、米だ多いのだ。秋の夜長、近刊の好著二

冊、横松宗氏の『福沢論占 中津からの出発J(朝 [1新
聞社 )、 中島琴大氏の『幕臣 福沢諭古』 (TBSプリタニ
カ)を 、すすめたい。
1986年 に志本で数rF科講HIFをなわ た女子高の住谷アサ

先生が、女
「
高の「llL木」に書かれた「講師一年生」

を、転載させて項いた。転載をご快諾頂いた女子高と住谷

先′l:に お礼を中し 11げます。 (.lう )

⑫

慶應志木会会報 1991(秋・冬号)● vo1 6

平成 3年 10月 10日 発行

編集 。発行 慶應志木会曖應義塾志木高等学校同窓会)
〒353志木市本町 4141

人 櫻 井 英 太 郎

刷 帥精興社
一丁発

印

お 知 ら せ お 願  い

編 集 後 記

3

4

5

10

12


